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昨年は、東日本大震災という想像を超える悲劇が襲いました。今回は、東日本であり、私た

ちは直接的な被害はありませんでしたが、決して他人事ではありません。震災を避けて通る

ことは出来ませんが、被害を最小限に抑えることは出来ます。それは、防災の意識を高める

ことなのでしょう。今年３月に完成する新社屋は、災害時の避難場所としても活用できるような

構造になっています。

さて、2012年がはじまりました。今年は2月下旬に新社屋引越し、3月1日からは、就労移行

支援事業、就労継続Ｂ型事業、就労支援センター光陽の開業、また、4月１日からは、児童

ディサービス事業を新法の児童福祉法に基づく児童発達支援事業所及び放課後等ディ

サービスへの移行と光陽福祉会としては、大きな変革を向える年になります。この変革が子

ども達ひとりひとりの成長支援に繋がるよう懸命に努力して参りたいと考えています。

変革の行動を起す度に思い出す言葉があります。今から丁度10年前、私は長男一希の障

害を受入れられず、日々悩み苦しんでいました。先の見えない長いトンネルに入ったとでも

言うのか？爆弾を背負っている感じというのか？適切な表現は見つからないが、怒涛に迷う

とはこのことか？と体感していました。そんな時、同じマンションに住んでいた（現光陽福祉会

監査役）の伴君と出会ったのです。毎晩の様にどちらかの家で、あびるほどお酒を飲みまし

た。そんなある日、伴君が私に言った一言。「一希のことは俺には難しくて理解は出来ないよ。

でも、きくちゃん、だからどーするの？」

この「だからどーするの」の言葉が、私にとって大きな変革となった。「だからやるべきことをや

る。」そう思い考えた時に、ＮＰＯ法人夢んぼを設立させていました。

あれから10年「だからどーするの？」この言葉を幾度と心の中で叫び、一般社団法人光陽福

祉会を設立しました。そして本年も、「だからどーするの？」の言葉を胸に子ども達ひとりひと

りに焦点をあて新たな事業に望んで行きたいと考えています。

本年も光陽福祉会、理事・職員一同懸命に子どもたちに向き合って行きたいと考えていま

すので、ご支援ご協力賜りますようお願い申し上げます。



最近、おそうじ
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【シール貼り】
これまで「スタンプ」を使ってきた出席表でしたが、１２月からは、「シール貼り」に変更。
シールを台紙から、半分浮かしたものを指先を使ってつまんで貼っていきます。
シールが上手につまめた・・・と思ったら・・・
シールが指にペタリとくっついてしまったり、シールのノリのついている方が、なかなか貼りたい
方向に向いてくれなかったり・・・
苦戦しながらも、指先で持ち直しては、何度も挑戦し、ペタッ。
今日の日にちのわくの中をめがけてペタッ。
始まったばかりのシール貼りですが、あきらめない姿勢で頑張って
貼っています。

【クリスマスリース作り】
ホイルの飾り・・・アルミホイルを丸めてリース飾り
を作ったよ。
アルミホイルをギュギュ。全身を使って表情も「ギュッ」なかなかギュッと
ならない人。けれど頑張った証のみられる銀色のかたまり。
ギュッと丸めたものに更にホイルをかぶせて、どんどん大きくなってしまった
特大のホイルのかたまり。
丸めるつもりが・・ちぎってちぎってと小さくなってしまった小さなかたまり。
と３者３様の個性あふれる飾りが出来ました。

色紙貼り・・・いろいろな色紙をリースにつけていったよ。
のりをつけてペタペタペタ。
のりが手にくっついて・・・ 手が紙にくっついて・・・ これまた苦戦。
そんな中で、片手で紙を押さえてみたりと自分達で方法を考えながら
のりづけをしていくことができました。

【小麦粉粘土あそび】
夏以来の久しぶりの小麦粉粘土遊び。前回の時と比べ、粘土をさわることに対し、抵抗がなく
なっていたことに驚きと成長を感じました。
前回は、さわる事を促しながらほとんど一人芝居状態で進めていた小麦粉粘土遊びが、
今回はみんなが、自ら手に取り、転がしたり、つまんだり、ちぎったりと興味を持って遊ぶことが
できました。



小学部のハンドベルでは、キーボードの伴奏を聴きながら音階を演奏したり、色と音名を書

いたものを見ながら対応するベルを鳴らし、一曲の演奏につなげていくという取り組みを行い、

なかには職員との合奏ができる子もでてきました。

合奏するということは、自分が出している以外の音にも注意を向けるということ。では、音楽以

外の色々な音を聞かせたら・・・たとえば日常生活の色々な音。水を流す音、台所で包丁を使

う音、誰かが走る音・・・音だけを聴いて、何の音なのか理解しようとしたり、場面を思い浮かべ

たりすることは、耳からの情報を経験や他の感覚と結び付けて行くことであり、つぼみの子ども

たちに育ってほしい力ではないだろうか。以前からそんな取り組みをしてみたいと考えてい

た・・・そんな発想を古田統括から聴かせていただき、それは是非とも療育に取り入れてみた

いと早速準備を始めました。

実際には、音を聴いて何かを思い浮かべても、それをうまく伝えることがむずかしいこともあり

ます。そこで絵カードを用意しました。まずは、身近な動物で、犬・猫・カラス・鶏・馬・セミなど

です。子どもたちの前でマグネット付き絵カードを見せながら、壁に貼りつけていきます。何が

始まるの？と不思議そうな顔で見ています。そこで、まずスピーカーから犬の声を流しました。

いつも聞こえてくる音楽ではありません。予想外の音を聴いて、一体何が起こったのかと真剣

に考えこむ表情が見られました。そして「分かった！」という顔に変わります。ここで思わず答え

を叫んでしまうのですが、黙って手を挙げる約束にして、名前を呼ばれた子にカードを選んで

もらいました。自信を持って犬のカードを選び、皆に見せると拍手が起こりました。

手をあげることがなくても、一人一枚はカード選びをするようにしています。すぐに正解を選べ

ない子でも、真剣に絵とにらめっこしてじっくり考えています。皆、普段の生活でいろいろな音

に耳を傾けているのですね。意外な実力を見せつけてくれる子もたくさんいました。でも、ごく

身近で経験していない音は、理解していないという傾向もあるようです。

最初に使用していた絵カードは、ことばを覚えるための幼児向けのもので、デフォルメされて

いるため、子どものイメージする「犬」「猫」などと一致しないことがありました。そこで次の回か

らは、手作りの実物の写真カードに変えました。出題する音も、犬の声ひとつでも

いろいろな種類があります。その中から子どもたちに分かりやすいものを試行錯誤

で選びながら問題を増やし、現在は乗り物と動物の問題があります。子どもたちに

親しみのある救急車や消防車はやはり正解率が高いです。（ただし、この二つを

混同しますが）。

始まったばかりの音当てあそびですが、今後、どんな場面かを想像するようなものにも広げ

ていきたいと思っています。生の音を聴かせて当ててもらう取り組みも行っていこうと思います。

少しでも子どもたちの発達の刺激になってくれることを願っています。



毎月、恒例のカレンダーづくり。つぼみに入職後、初めて主たる立場で担当させていただい

たプログラムです。台紙を配り、ものさしを使って線を引き、枠の中に曜日や日にちを記入、折

り紙や色鉛筆でデコレーションをします。

さて、私はこのような流れにそって、いかにも手慣れたように中高生の皆さんにいろいろと指

示をさせてもらうのですが・・・実は私、恥ずかしながら人並み外れた不器用な手の持ち主なの

であります。遠き昔の自分の中高生時代を思い浮かべますところ、「目の前のみんなのように、

きちんとものさしを使って真っ直ぐ線が引けていただろうか？いや必ず右上がりもしくは右下が

りになってしまい、先生に随分あきられていたなぁ、みんなの方が絶対上手く線引けてるわ」で

すとか、「折り紙？鶴しか折れん。しかも不格好な。来月のカレンダーは、お正月にちなんだ折

り紙を折らなくては・・・やっこさん？羽子板？凧？どうやって折るんやろ？親切な先輩の先生

が準備して下さった折り方の説明書見てもわからん。どうしましょう！？こりゃ早めに出勤して先

輩の先生に教えてもらわないかんわ」などと軽いパニック状態なのであります。

実際、折り紙は、ついさっきみんなが来所する前に秘密練習をしたにもかかわらず本番で舞

い上がってしまい、先輩の先生に助けを求めてしまう有様なのです。（とほほ・・・）決められた時

間の中で、集中して作業し、カレンダーを仕上げてしまうみんなは、本当にすばらしい！！

さて、ここでふと何かの本で読んだ言葉を思い出しました。それは「やって見せ、言って聞か

せてさせてみて、ほめてやらねば人は動かず（育たず）」まさにオールド・ルーキー指導員の私

といたしましては、「やって見せ」の部分に磨きをかけることから取り組んでいかなければと思う

今日この頃です。

中高生のみんな、共に切磋琢磨していこう。今はまだ頼りない指導員ですが、よろしくお願い

します。そして今年、２０１２年がみんなにとって素晴らしい年になるよう、微力ながら応援させて

いただきます。



乗馬を通して昨年一年で、子ども達はまた一段と大きく成長したと実感しています。

そんな中、乗馬クラブの先生から“集中が難しいのは、自信がないから”と教えて頂くこと

がありました。何事にも自信をもって集中して取り組めるようにしたいと考えていた私には、

心に残る言葉でした。

では、どうやって自信をつけるのか・・・？

それは、小さな成功体験の積み重ねでした。馬に触れることができた！馬の操作ができ

た！次もできる！もっとできる！と、小さな成功が大きな自信になるのです。

騎乗し、歩き出す表情を見ていると、そんな自信に満ちた逞しさを感じます。

今年一年もどんな取り組みの中でも、成功体験を一つ一つ積み重ね、集中できるように

なったねと言えるよう、一緒に頑張っていきたいと思います。

あけましておめでとうございます。
やっときた！心待ちにしていた冬休みもあっという間に終わってしまいます。
冬休み中は、仕事を忘れて自分の子どもの勉強を見てあげるんだ！と思っていましたが・・・・
いざ冬休みになり、ふと気づくと、ままごと遊びの好きな支援児を思い出し「これR君使うか
なぁ？」「これ持っていってあげると、喜ぶかなぁ？」とゼリーのカップやお菓子の箱などを集め
ていました。
学校で生活を共に送る中では、気付くことのできなかったものが、子どもと離れるこの長期休
みの中で振り返り考えることができます。子どもの近くで見ている時には見えなかったもの、そし
て自分の姿。それらを振り返ると、子どものペースではなく、自分のペースではなかったかぁ・・
と至らなさと、子どもに対する思いが更にふくらみます。子どもの笑顔がみたい、早く会いたいと
思う大きな存在になっています。
３学期に入り、再び学校での生活がスタートします。日々の中では見えなかったものを、感じ
られなかった気持ちを、長期休み中に改めて感じることができました。子供と向き合う時には気
持ちを新たにし、初心にかえり支援していきたいと思います。

新しい1年、また新たな気持ちで頑張るぞ！！今年もよろしくお願い致します。



働くすがた
～継続雇用に向けて～

２０１１年、みなさんがどんな１年でしたか？そしてどんな２０１２年にしたいですか？・・・そう
聞かれると、私はいろんなことが頭の中に浮かんできてしまいます。しかし、あれこれ思い浮か
べられるほど充実した１年だった！ということですよね。彼らの２０１１年も本当にいろんなこと
がありました。
新卒採用の３人の入社、加工＋知的な障害を持つ方には難しいと言われている検査を行う
自工程完結型への変更、東日本大震災の影響を受けての休みの変更、第２回宿泊研修、
TGW親の会設立・・・これらの積み重ねてきた足跡は必ず２０１２年の進む道の手がかりとな
る・・・そう信じて本年も彼らとともにがんばっていきたいと思います。
今年のTGWは２年目。１年目は本当に必死でした。何に必死だったか？まず彼らが会社で
の仕事ができるように動きを身につけていくこと。それとともに挨拶、服装など会社の中での
ルールを身に付け、習慣化していくこと。そして２年目を迎え、会長から言われたのは『２年目
は、精神面の成長』を目指すことです。彼らも保護者の方も会社の方も、そして私たちも必死
の中で歩んだ１年目の終わりに聞いた言葉でした。そのときの私は「？？？」状態。しかし、今
の私は２０１１年の１年は彼らの精神面、気持ちの成長があった１年だったと言うことができます。
これは毎日の彼らの姿が教えてくれています。彼らは、今自分が見つけた自分だけの自信を
持ち毎日取り組んでいます。
先日から保護者の方との懇談の時間を持たせていただいています。（保護者の方々、忙し
い中ありがとうございます。）今の自立は何％ですか？服を着替える一つだけでも、服を選ぶ・
服をたたむなどそこまでには、いろんなことがあります。その一歩一歩を一緒に進むためには、
家庭の力が必要になってきます。ゴールは一緒でもそれまでの道はさまざまで、それが彼らの
個性と一緒なのかも・・・しれませんよね。今できることを認め、彼らそして私達の自信にして、
でこぼこ道も楽しんで２０１２年も進んでいきましょう。

１２月１１日（日）、TGW親の会・光陽福祉会が協賛でボーリング大会
（光陽杯）を開催しました。多くの方のご参加ありがとうございます。
本当にみなさんの笑顔が溢れていました。「彼らのモチベーションの
維持」を目的に行いましたが、この会場での雰囲気は、彼らを温かく
見守っていてくれる人たちの声援（心の声）として、きっと彼らの心に
届いたと思います。そして、そんな光景を見ることで、私達ジョブコー
チも「彼ら全員がＴＧWで定年まで働けるように」との思いがより一層
強くなりました。 本当にありがとうございました。

光陽杯開催




